
抄録 

４月度学術講演会 

日 時 令和６年４月 20 日（土） 

演 題 胃癌・大腸癌の最新のトピックス 

講 師 
国立病院機構大阪医療センター 消化器内科  

外来化学療法室長 長谷川 裕子先生 

出 席 者 数 ２８名 

担 当 富永良子 

共 催 第一三共株式会社 
 

消化管癌の薬物療法についての最新の知見を共有し、その中でも胃癌と大腸癌の治療に

焦点を当てた。また、がんの免疫療法の到来についても詳しく述べた。 

がん免疫療法の到来により、免疫療法が第 4 の標準治療として認識されるようになった。

それ以前は、手術、放射線療法、化学療法が主な治療方法であったが、免疫療法の登場に

より、治療の選択肢が増加。さらに、免疫療法の導入後の生存曲線の変化についても触れ、

免疫療法により長期に生存、もしくは治癒に至る症例が増えてきていることを示した。こ

れは、免疫療法が新たな治療の可能性を開いているという強い証拠と言える。 

胃癌の治療においては、HER2 受容体の陽性・陰性により、治療のレジメンが異なる。HER2

陽性の場合、一次治療では 5-FU 製剤とプラチナ製剤に加えて、トラスツズマブが使用され

る。この度第一三共より新たに登場したトラスツズマブデルクステカン(製品名：エンハー

ツ)は、3 次治療で使用される。 

一方、HER2 陰性の場合には、一次治療では 5-FU 製剤とプラチナ製剤に加え、PD-1 抗体

薬が使用される。しかし先述のトラスツズマブデルクステカンは、HER2 陰性では適応を有

していないことに留意する。 

大腸癌の治療についても詳しく説明をする。大腸癌の一次、二次化学療法においては、

オキサリプラチンとイリノテカンが主に使用され、その効果は同等である。ただし、副作

用の違いを患者さんに説明し、その上で最適な治療法を選ぶことが重要である。これは、

患者さんの体調や生活状況により、同じ効果を持つ薬の中から最も適したものを選ぶこと

が、治療の成功に繋がるからである。 

また、マイクロサテライト不安定性(MSI-H)という状態の大腸癌に対しては、免疫療法の

効果が非常に良好である。マイクロサテライト不安定性とは、がん細胞の DNA が異常に変

化しやすい状態を指します。この状態の大腸癌は、免疫療法によって治療効果が得られや

すいとされている。 

最後に、大阪医療センターでの化学療法の取り組みについても触れた。大阪医療センタ

ーでは化学療法センターを設け、薬剤師による説明や電話相談窓口の提供など、患者さん

のサポートを積極的に行っている。消化器癌（食道癌、胃癌、大腸癌、膵臓癌、胆管癌）に

関して幅広く診療しており、狭窄病変に対する内視鏡、ERCP によるステント留置やエコー

下でのドレナージなど癌の症状にあわせた治療を速やかに実施している。以上 

 
 


